
（別紙３）

〜 R6年12⽉15⽇

（対象者数） 20 （回答者数） 17

〜 R7年 2⽉15⽇

（対象者数） 7 （回答者数） 7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

⼦ども達が⼀層楽しく通所し、且つご家族の皆様にどのよ
うなプログラムを⾏っているのか情報を発信することで発
達についてのご理解やご家庭でのサポートへつながるよう
取り組んでまいります

2

3

改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

４⽉よりICT化を利⽤し、⽇常の⼦ども達の姿を常時発信し
ている仕組みを活⽤していく

2

現時点では利⽤児童の⾯談時にごきょうだいの相談を⾏っ
ているが、職員や業務の効率化を図り拡充をめざしたい

3

○事業所名 児童発達⽀援・放課後等デイサービス オレンジ

○保護者評価実施期間 R6年12⽉1⽇

○保護者評価有効回答数

R7年2⽉1⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇ R7年3⽉1⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

活動概要や⾏事内容を事前にSNS等を使い発信できていな
い。

お⼿紙等で情報は発信しているがSNSのようなリアルタイム
な発信、活動の様⼦についてもお⼿紙に掲載された姿のみと
なっている

きょうだい⽀援がおこなわれていない 現状利⽤している⼦ども達への⽀援へ注⼒しごきょうだいへ
の⽀援は難しい

⼦ども達が毎⽇楽しく通所できるよう⽇々のプログラムを⼯
夫している

プログラムは固定化せず、利⽤毎に⼦ども達の特性や課題を
踏まえ活動内容を考慮しています

事業所における⾃⼰評価総括表公表


